























A Study on the Expertise of childcare worker Engaged in the Field of Severe Motor 
and Intellectual Disabilities
– Based on a Questionnaire of childcare worker Working 














　This study aims to reveal the factors and actual working conditions that affect the professionality of childcare 
worker in the field of severe motor and intellectual disabilities. A paper questionnaire survey was conducted to 
343 childcare worker working in the field at National Hospital Organization with three main subjects- "difficulties 
in work", "work motivation", and "impressive episodes in work” for an analysis in Kawakita's KJ method. The result 
showed that "handling children/patients with severe motor and intellectual disabilities" appeared as the largest 
concern in all subjects. In addition, childcare worker have "difficulties" dealing with children/patients with severe 
motor and intellectual disabilities while they are still "motivated" to work. Moreover, it’s considered essential to 
further improve on-job field trainings to nurture professional childcare worker instead of just giving supports in 
the understanding of severe motor and intellectual disabilities in vocational schools.
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大カテゴリー（４） 中カテゴリー（18） 記述例 該当数
重症児者との関わり 重症児者の変化に気づけたと
き
保育士の関わりを喜んでくれて笑顔や声を出して応えてくれる
こと
28
重症児者の思いを感じ取れた
とき
治療の後に保育士が行くと顔を見るなり涙を流し訴えてくる姿 11
重症児者の発達を感じ取れた
とき
長年うがいを介助でしてもらっていた重症児者が半介助ででき
るようになった
11
重症児者の笑顔や反応 保育士が疲れていて元気がなくても、疲れを吹き飛ばしてしま
う力を持っている重症児者
９
重症児者に関する療育の難し
さ
反応の捉えにくい重症児者や超重症児との関わりは難しいがや
りがいがある
８
重症児者の家族との関
係
家族からの励ましと感謝 「〇〇保育士さんがいると安心できる」「一生懸命やってくれて
ありがとう」と家族から言われること
12
家族の重症児者への愛情の深
さ
健康なきょうだいも二人養育しながら在宅で重症児を養育し愛
情を注ぐ両親の姿から教わることは大きい
６
重症児者との死別と家族との
関わり
子どもが亡くなった後も、子どもに会える気がすると病棟を訪
れる親への対応
５
家族との共感 重症児者なりに職員やボランティアなど多くの人とのつながり
を広げていけることを親とともに喜ぶ
４
家族からの信頼 親亡き後の重症児者の養育のことが心配でならないという相談
にのること
４
重症児者と家族のつながりの
深まり
ＮＩＣＵからの移行児は親との関りが築けていないため、保育
士が親御さんに関わり方を示し、親子の関わりを増やした
４
保育士自身の成長 たくさんのエピソードが成長
に
見本になるような素晴らしい先輩（職種に関係なく）に出会え
たことは財産
５
重症児者に支えてもらってい
る感覚
支援をする側なのに、なぜかそれ以上のパワーを重症児者から
もらっている気がする
４
心の財産 濃厚な医療ケアが欠かせない重症児者であり、そこに関わる私
たちは命と向き合う仕事をさせてもらっている
４
日々悩みながらの実践 何も言えない、できない重症児者かもしれないが、彼らから学
ぶことは大きい
４
やればやっただけの面白さ とても難しい領域だが、それだからこそやりがいを感じるとと
ても大きく感じる
４
第三者からの保育士の
評価
多職種連携で叶った支援 超重症児の療育は看護師さんの協力なしでは実現できないため、
プレイルームで療育するだけでも綿密な連絡調整が必要。
13
第三者からの評価 特にスヌーズレンやムーブメント、音楽療法などでは重症児者
の反応の表れが多く、職員から感動の声が聞かれる
５
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三者からの保育士の評価」では、18の記述で該当があり、多職
種連携で叶った支援、第三者からの評価に関する記述が含まれ
た。
考　察
　まず、「仕事をしてきた中で感じる困難さ」の設問について
である。最も記述数の多かったカテゴリーの「重症児者ゆえの
困難さ」では、反応からの読み取り、読み取りからの支援に困
難さを感じるという詳細項目が多かった。この背景には、医療
的ケアが必要であったり、多様な年齢や障がいの方への対応の
困難さが考えられる。また、反応からの読み取りが困難である
がゆえに、本当に重症児者の意思にそった支援になっているの
かを思い悩み葛藤する保育士の姿がうかがえる。個々の重症児
者が何を必要としているのかを明らかにし、どのような支援が
できるのかが重症児者支援では問われている10）中、重症児者
の生活の中で密接に関わる保育士も苦悩を抱えていることが考
えられた。次に記述数の多かったカテゴリーの「チーム医療」
では、他職種による保育士業務の理解に困難さを感じるという
詳細項目が多かった。この背景には、日常生活支援やカンファ
レンスなどを通して他職種とのコミュニケーションをとる中で、
情報共有を図るだけでなく、保育士の業務を理解してもらえる
ように説明する力が不足していると多くの保育士が感じている
と考えられる。また、他職種の中でも「看護師」というキーワー
ドが多く散見されたのは、保育士の実践が医療との密接な関係
の中で成立しているもの11）であり、保育技法の工夫だけでは
なく、その必要性を他職種に説明し、理解や協力を得られなく
ては、より良い実践に結びつかないものと考えられた。次に記
述数の多かったカテゴリーの「保育士自身の課題」では、学習
不足の自覚という詳細項目が多かった。この背景には、幅広い
年齢層や多様な障がいを持つ重症児者の反応を読み取り、支援
することが困難であるがゆえに、自分の行いが本当に重症児者
の意思にそった支援になっているのか保育士自身が思い悩み葛
藤し、自らの学習の不足を自覚しているのではないかと考えら
れる。
　次に記述数の最も少なかったカテゴリーの「業務体制」では、
個別支援計画関連の仕事という詳細項目が多かった。この背景
には、保育士以外の担う役割としてのサービス管理責任者や児
童発達支援管理責任者などの役割遂行に伴う責任や負担感、日
常生活支援と療育業務も含めての業務量の多さ、それに見合う
保育士の人数が確保されていない等、保育士の困り感が表れて
いると考えられる。
　次に「仕事をしていて、やりがいを感じること」の設問につ
いてである。最も記述数の多かったカテゴリーの「重症児者の
姿や反応から感じ取るもの」では、療育や日常生活支援での重
症児者の笑顔や反応、重症児者とのつながりを感じるときとい
う詳細項目が多かった。この背景には自らの関わりによって重
症児者の変化が捉えられたとき、手ごたえを感じているのでは
ないかと考えられる。重症児者の笑顔や反応についての詳細項
目は他にもあるが、ここで挙げた２つの項目は、保育士自らが
行った日常生活や療育における支援に対して、重症児者が示し
た反応であり、単に重症児の笑顔や反応を見て、保育士がどう
感じるかという項目とは違うカテゴリーとして分けた。保育士
自らが行った支援を通し、重症児者の反応や笑顔を応答として
捉えることができ、また、そのような関わりを通じて保育士と
重症児者のつながりを感じていけるところに保育士のやりがい
も芽生えてくるのではないかと考えられる。次に記述数の多
かったカテゴリーの「第三者からの信頼と評価」では、第三者
の評価という詳細項目が多かった。その内容からは、家族や他
職種に保育士が評価されること、評価の中身は保育士が重症児
者に対して行う支援、特に療育活動に対してのものであること
が分かる。ここからは、最も記述数の多かったカテゴリーの「重
症児者の姿や反応からの感じ取るもの」で、保育士自らが行っ
た日常生活や療育における支援に対して、重症児者が示した反
応にやりがいを感じていたことと密接に関連していることがう
かがえる。つまり、この手ごたえが、自分自身の満足だけでな
く、家族や他職種という第三者からも認めてもらえたという確
かな手ごたえとして保育士が感じているものと考えられる。次
に記述数の多かったカテゴリーの「重症児者と家族・職員をつ
なぐ関わり」では、重症児者と家族をつなぐ療育という詳細項
目が多かった。ここからは、最も記述数の多かったカテゴリー
の「重症児者の姿や反応からの感じ取るもの」や、次に記述数
の多かったカテゴリーの「第三者からの信頼と評価」と密接に
関連していることがうかがえる。つまり、保育士が行う療育が、
重症児者の笑顔や反応を引き出し、つながりを深めていくこと
や第三者に認めてもらうことだけの満足にとどまらず、家族と
重症児者のつながりを構築していくための配慮が、療育の中に
こめられているものと考えられる。次に記述数の最も少なかっ
たカテゴリーの「自身の成長」では、重症児者や家族の姿から
学ぶことが多いとされ、それらは机上の学びではなく、日々の
支援の中から学んでいるものと考えられた。
　次に、「仕事をしていて、印象に残ったエピソード」につい
てである。最も記述数の多かったカテゴリーの「重症児者との
関わり」では、重症児者の変化に気づけたときという詳細項目
が多かった。ここからは「やりがいを感じること」で記述が多
かった「重症児者の姿や反応から感じ取るもの」と密接に関連
していることがうかがえる。次に記述数の多かったカテゴリー
の「重症児者の家族との関係」は、家族からの励ましと感謝と
いう詳細項目が多かった。これについては、保育士の行う支援
の評価だけでなく保育士自身の評価も含まれており、保育士自
身のやりがいに影響を与えていくことが考えられる。次に記述
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数の多かったカテゴリーの「保育士自身の成長」は、「やりが
いを感じること」での自身の成長の記述と同様のものが見られ
た。全体的に、印象に残ったエピソードに書かれた記述は、「や
りがい」のところに記述された内容と重なる部分が多かった。
つまり、保育士が「やりがい」と感じられることが印象に残っ
たエピソードとして記憶に残るのではないかと考えられる。
　全体的な傾向を見ると、どの項目でも「重症児者とのかかわ
り」に関することが最も多く、次いで項目ごとに差はあるもの
の「チーム医療の中での保育士の評価」や「家族支援」に関す
るもの、「自身の成長に関すること」であった。
　これらのことより、重症心身障害領域の保育士の仕事を遂行
する上で必要な「専門性に影響を及ぼす要因」としては、次の
ようなことが考えられる。まず「重症児者とのかかわり」につ
いてである。重症児者の多くは，言語によるコミュニケーショ
ンが困難であるため，非言語による意思の表出やバイタルサイ
ンの読み取りによる意思や健康状態の把握ができる知識・技能
が専門性に深くかかわっていること、また、「スヌーズレンや
ムーブメント，音楽療法など」重症児者に対しての働き掛けの
専門的な知識・技能の習得が専門性に関与している可能性があ
ると考えられる。次に、「チーム医療の中での保育士の評価」
についてである。重症児者の支援の現場では、多職種が連携し
て支援する必要があるため，関係する他の職種の専門性をも理
解した上での連携技能が必要であること、また、理論に裏付け
された保育実践と多職種へのアピール力が専門性に深く関与し
ている可能性があると考えられる。次に「家族支援」である。
多様な年齢層の重症児者がいる現場では、家族の年齢層も多様
であるため、若い世代の保護者に対しては子どもとの関わり方
やきょうだい関係の構築を中心とした子育て支援を、高年齢の
保護者に対しては年をとっても我が子を愛おしむ気持ちにより
添う支援など、支援の内容が多岐にわたることが専門性に深く
関与している可能性があると考えられる。最後に「自身の成長
に関すること」である。保育士が、重症児者やその家族と直接
的に関わる中で感動や学びを得て、自らの成長につなげていく
ことが専門性に深く関与している可能性があると考えられる。
　これらは、保育所保育士の専門性と全く異なったものではな
い。子どもの育ちの支援や家族の子育て支援、関連職種との連
携など、保育所保育士の専門性との共通点はある。しかし、重
症心身障害領域の保育士の専門性となると、その領域の障がい
の重さや多様性に対応できるものが求められる。また、多職種
協働の中で、理論に裏付けされた保育実践を行い、他職種の理
解を得ていかなくてはならないのである。
　我が国の重症児者支援は、他の国に類を見ないほど、生活・
医療・教育が渾然一体として提供されているのが特徴である。
重症児者の施設は病院であり、福祉施設でもある。その複雑さ
は一般の病院よりも複雑で、多様なスタッフが互いの専門性を
尊重できるよう努力しつつ重症児者への支援を行う場10）であ
り、そこのスタッフの一員として保育士も存在する。重症心身
障害児・者の理解と支援は保育士養成校でも、現任教育として
の学びの機会としても十分とはいえない11）中で、日々の業務
を行っていく保育士の苦労は甚大である。2019年度４月から改
正された保育士養成課程の新カリキュラムでは、障害児保育の
科目において「重症心身障害児の理解と支援」が新たに盛り込
まれた12）が、現場の保育士の業務の困難さからみるとそれだ
けでは十分ではない。重症心身障害領域の保育士の専門性を確
かなものにしていくためには、個々の重症児者のニーズを的確
に捉え、彼らの生活に寄り添い支援が行える保育士の育成が必
要である。保育士養成校だけでなく、重症心身障害領域に携わ
る現任保育士の学びをいかに充実させていくかが、この領域の
保育士の専門性に大きく関与してくるものと考えられる。
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